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ദ╀⒪ἲᐙと᐀教のΰྠとദ╀ែ度の᳨ウ 
ே㛫⎔ቃ大Ꮫ ྜྷᒸリ⧊ Ỉ㇂⯗ጲ 

 
   
要旨 

本◊✲では㸪ദ╀の࣓࢖ーࢪのᝏ化のᐤ与ᅉにദ╀⒪ἲᐙと᐀教とのΰྠがあるという

௬説を᳨ウした。一般大Ꮫ生 336 ྡをദ╀⒪ἲᐙと᐀教をΰྠしていないேࠎとしている

ேࠎのദ╀ែ度の差を᳨ウした。その結果㸪各⩌のദ╀ែ度に有意な差は☜ㄆできなかっ

たため㸪ദ╀⒪ἲᐙと᐀教をΰྠしても㸪ദ╀の࣓࢖ーࢪはᝏ化しない可能性が示された。 
 
1. ┠ⓗ 

ᚰ理⒪ἲ࢘࢝ࡸンセリンࢢは㸪⮫ᗋᚰ理Ꮫに基づいた介ධ技ἲの⥲⛠であるが㸪᐀教を

⫼ᬒに持つものもᑡなくない。例えば㸪内ほ⒪ἲ（ྜྷ本, 1965）࢖࣐ࡸンࣇࢻルࢿス

（Kabat-Zinn, 1990）などは㸪௖教を⫼ᬒに持ࡕながら㸪その᐀教性を᤼したᚰ理⒪ἲであ

る。また㸪⮫ᗋᚰ理Ꮫの㉳源が᐀教であるとする論考（e.g., 㛗㇂ᕝ, 2014; ྜྷ Ⰻ, 1995）も多

く㸪関係の῝さがうかがࢃれる。しかし㸪その一᪉で㸪㏆ᖺᘬき㉳こされた᪂⯆᐀教によ

る地下㕲ࢧリン事௳などの報㐨を通して㸪᐀教にᑐする一般的な࣓࢖ーࢪがᝏ化している

こと（井ୖ, 2016）なども報告されている。そのため㸪ᚰ理⒪ἲ࢘࢝ࡸンセリンࢢをᕼᮃ

する࢚࢖ࣛࢡンࢺが᐀教とᚰ理⒪ἲをΰྠしている場合には㸪実᪋されるᚰ理⒪ἲになࢇ

らかのᝏᙳ㡪が生ࡌるかもしれない。したがって㸪ᚰ理⒪ἲᐙはᚰ理⒪ἲを実㊶するにあ

たって㸪࢚࢖ࣛࢡンࢺのᚰ理⒪ἲ࢘࢝ࡸンセリンࢢにᑐする理ゎにὀ意する必要がある。 
とこࢁで㸪ᚰ理⒪ἲの一✀でもある⮫ᗋദ╀は⮫ᗋᚰ理Ꮫのྎ㢌に大きく㈉⊩してきた

（㛗㇂ᕝ, 2014）にも関ࢃらࡎ㸪一般的なദ╀にᑐする࣓࢖ーࢪはᝏい（中㇂・⚟井・大

ᾆ・今井⏣, 2022）。そのため㸪ദ╀をㄗゎした࢚࢖ࣛࢡンࢺに⮫ᗋദ╀を行う場合㸪ࣛࢡ

。る必要があるࡏにᑐする୎ᑀなᚰ理教⫱によって㸪⛉Ꮫ的なദ╀現㇟を理ゎさࢺン࢚࢖

以ୖから㸪⮫ᗋദ╀が一般的にᝏい࣓࢖ーࢪがもたれࡸすく㸪ദ╀⒪ἲᐙと᐀教とのΰྠ

がある場合には㸪よりദ╀の࣓࢖ーࢪがᝏ化している可能性がある。そこで本◊✲では㸪

ദ╀╀⒪ἲᐙが᐀教をΰྠしていない⩌としている⩌のദ╀ែ度を᳨ウした。 
 
2. ᪉ἲ 

本◊✲では㸪一般大Ꮫ生 336ྡの༠力を得た。ᖹᆒᖺ㱋 19.32ṓであった。 
ദ╀にᑐする࣓࢖ーࢪであるദ╀ែ度を㸪ദ╀ែ度ᑻ度（ΎỈ, 2009）で得た。ྠᑻ度

は㸪12 㡯目（例㸪⚾はᶵ఍があればദ╀をかけられてみたい。）でᵓ成され㸪ᅇ⟅を 4 ௳

ἲで求めた。ദ╀ែ度は高得Ⅼになるほど㸪ദ╀への࣓࢖ーࢪがⰋዲであることを示す。 
また㸪ദ╀をᢅうேと᐀教の関連をၥう自⏤グ㏙の㉁ၥではࠕദ╀⒪ἲᐙと᐀教は関連

しているとᛮいますか㸽その理⏤を᭩いてくࡔさい。ࠖ といった㉁ၥにᅇ⟅さࡏた。ᅇ⟅

から㸪᐀教との関連がないと考えられるேを 0㸪あると考えられるேを 1 とࢥーࢻ化し㸪

⩌ศけするためのኚᩘとして用いた。 
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（㸱）ಶู指ᑟを全体指ᑟへ生かす 

多くのᮘ㛫指ᑟを通して、ඣ❺一ே一ேの理ゎ度をᢕᥱし、ඣ❺の実ែにᛂࡌたᤵ業ᒎ開を

することが大ษࡔとᏛࡔࢇ。できたとこࢁまでを✚ᴟ的に୸付けすることで、ඣ❺の意ḧを高

め、ḟの㞟ᅋゎỴの場での発表への自ಙにも繋がると理ゎした。 

 

㸱. ᤵ業実㊶と考ᐹ 

 ᤵ業を通しての考ᐹは、大きくศけて㸰つある。１つ目は、Ꮫᰯ᥈᳨のᤵ業では、どのよう

なことを１ᖺ生にఏえていきたいかを考える᫬㛫をタけることで、ඣ❺が主体的にᏛびにྥか

っているとឤࡌた。１ᖺ生をᛮって考えたり、ཤᖺのᏛᰯ᥈᳨をᛮい出しながら考えたりして

いるጼから、๓ྥきな気持ࡕでᏛᰯ᥈᳨に⮫ࢇでいることもศかった。㸰つ目は、㛫を取り、

発ၥするኌかけのᕤኵが大ษࡔとᏛࡔࢇ。㛫を取ることで多くの意ぢが出ることがศかった。 

  

㸲．実㊶の成果と今ᚋの課題 

 ᤵ業ᒎ開に必要なゝⴥがけで大ษࡔとᏛࡔࢇことが大きくศけて㸰つある。1 つ目は、ඣ❺

が意ḧをもってᏛびを進めていくためには、ඣ❺がఱをၥࢃれているかをはっきりศかる発ၥ

をすることが大ษࡔと理ゎした。Ꮚどもが㏞ࢃない発ၥࡸᏊどもが⟅えࡸすい発ၥにすること

が重要である。㸰つ目は、⿵ຓ発ၥࡺࡸさࡪりの発ၥによって、ඣ❺の考えを῝めることがで

きるということࡔ。場㠃にᛂࡌて、主発ၥと⿵ຓ発ၥを౑いศけることで、ඣ❺はぢ᪉・考え

᪉をാかࡏることができるのではないかと考えた。 

今ᚋは、さらにᗂඣ教⫱との連ᦠを図り、┤᥋体㦂を重どしたᏛ⩦活ືにおいて、気付きの

㉁を高める指ᑟの௙᪉を῝く◊✲していきたいと考える。加えて、ඣ❺の⯆味・関ᚰをᏛびの

出発Ⅼとして、実㝿にゐれたり、཭㐩とఏえ合ったりすることでᏛびを῝めていくことができ

るような支᥼ࡸゝⴥがけについてもᏛࢇでいきたい。 

 

ཧ⪃➼ᩥ⊩㸦ᮏᩥ࡟ᘬ⏝⟠ᡤ᫂グᩥ࠸࡞ࡀ⊩⏝㸧 

・藤⏣┤௦ࠕᏛࡪᴦしさ、ศかる႐びを実ឤできるᤵ業づくり㹼主体的・ᑐヰ的にᏛび合うᅜ

ㄒ⛉᭩෗Ꮫ⩦を通して㹼  ࠖ

（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/14782/01report_fujita.pdf） 

(௧࿴4ᖺ10᭶18᪥22᫬35ศ㜀ぴ)                           

・▼井ⱥ┿ࠗ ᤵ業づくりの῝め᪉ よいᤵ業ࠕ̿ をࠖデ࢖ࢨンするための㸳つの࣎ࢶ  ̿ 、࣑࠘ ࢿ

ルࣦ࢓᭩ᡣ 、2020、198㡫・210㡫 

 

ㅰ㎡ 

 おᛁしい中、多くの指ᑟ、たくさࢇのࡈ配៖をいたࡔき、༠力をしてくࡔさった㛗期࢕ࣇー

ルࢻ実⩦ᰯの先生᪉には、大ኚおୡヰになり、とてもឤㅰしております。この場をお೉りして、

ཌくᚚ♩⏦しୖࡆます。 
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3. ⤖ᯝ 

まࡎ㸪ㄪᰝ༠力者を 206 ྡのദ╀⒪ἲᐙと᐀教をΰྠしていない⩌（M = 2.77（SD = 
0.70））と 130ྡのദ╀⒪ἲᐙと᐀教をΰྠしている⩌（M = 2.89（SD = 0.65））にศ㢮した。

ḟに㸪ᑐᛂのない t ᳨ᐃにより各⩌のദ╀ែ度得Ⅼの差を᳨ウしたものの㸪有意差は☜ㄆ

されなかった（t (334) = -1.61, n.s., d = -0.18）。結果を Table 1に示した。 

 
4. ⪃ᐹ 
本◊✲では㸪ദ╀⒪ἲᐙと᐀教のΰྠがദ╀ែ度のᝏ化のᐤ与ᅉであるという௬説は支

持されなかった。これは㸪㏆ᖺ㸪௖教を⫼ᬒに持つ࣐࢖ンࣇࢻルࢿスなどの㝯┒（e.g., ཎ
⏣, 2021; ụᇣ, 2014）などがཎᅉのࡦとつかもしれない。今ᚋも㸪一般的なദ╀にᑐする

 。のᝏ化のᐤ与ᅉを᥈⣴する必要があるࢪー࣓࢖
 

5. 㝃グ 

本◊✲は㸪ே㛫⎔ቃ大Ꮫの今井⏣㈗⿱ㅮᖌに多大な༠力を得た。この場を೉りてឤㅰ⏦

しୖࡆる。 
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M SD M SD

2.77 0.70 2.89 0.65 -1.61 .108 -0.18

t p d

Table 1 ദ╀⒪ἲᐙと᐀教はΰྠしていない⩌としている⩌のദ╀ែ度のt ᳨ᐃ

ദ╀⒪ἲᐙと᐀教を
ΰྠしていない⩌

（N  = 206）

ദ╀⒪ἲᐙと᐀教を
ΰྠしている⩌
（N  = 130）

－60－


	001
	p068976_本文_納品用
	004
	空白ページ
	空白ページ

